[image: image1][image: image12.bmp] 
[image: image13.png]


　　
  [image: image2.jpg]



『ふくいやまぎわぐるり旅』連携事業・うるしの里会館で狂言披露「桃源清水」
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福島の子どもたちに「絵本を届けよう｣集まった絵本・児童書の整理作業のさばえっこ図書ボランティアのみなさん
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子どもの子どもによる子ども会活動・鯖江市子連のジュニアーリーダーの任命式
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会派で先進地視察研修・呉市のレセプト点検の電子化と適正医療化

	
再生エネルギーについて
Q　このほど県は、汚泥を処理する際に発生するメタンガスを利用した発電設備を導入されました。国もこれまでの下水道政策を設備普及、浸水対策から「活用・再生」へと舵を切って、自治体への「循環へのみち」の支援制度を設けています。未利用資源・再生可能エネルギーとして、汚泥処理の研究・検討を始める、今がチャンスと考えますが、ご所見を伺います。
A理事者 昨年11月に黒部市の下水道バイオマスエネルギー利活用施設整備運営事業を視察してまいり、事業費が15年間の維持管理費も含め35億円という負担で非常に厳しいと伺いました。本市としましても、消化ガスのガス発電については、採算性の観点から現時点では困難であると考えておりますが、将来の世代に良好な環境や快適な暮らしをつないでいくために、循環型社会の構築や地球温暖化防止の低炭素社会づくりは人類共通の喫緊の課題と認識し、今後も下水道資源の有効利用は研究・検討が必要と思っております。

Q河和田地区の水量豊富な資源を活かして、市としても小水力発電に向けて動き出してはいかがでしょう。太陽光発電など行政から補助金が出ています。原子力発電も然り、電気事業では補助金などかかる経費も全部電気料金に換算されるわけで、3･11以後自家発電を個人レベルでの行動もある時、地域力を活かした水資源利用の小水力発電についてご所見を伺います。
A理事者 小水力等を活用した地域振興ですが、県はエネルギー源の多角化に各地の特色を活かした事業化を進めると表明しており、県と連携を図り、水資源の再利用についても地元と協議しながら努力をしていきたい。
和食と日本食文化について

Q文化庁が、日本食文化の無形文化遺産登録申請を行うにあたり、鯖江市での取り組み、伝統料理と漆器が保護措置にあげられていますが、どのように捉えられておりますか、お伺いします。

A理事者 登録申請には、自治体、農林漁業各協同組合、食の企業、NPO団体等1,500を超える同意を得て決定されている、本市の食に関する取組みが認められたのかなと思うと同時に今後の動きを注視し、元気さばえ食育プランに基きより一層推進したい。

道の駅展開で、和食、食文化はぜひPRしていっていただきたいし、食と農についての女性も参加した後継者育成を進めていただくよう要望します。

　　　　　　　　　～詳細は、鯖江市議会のホームページ本会議議事録を～
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鯖江市議会議員木村愛子（市民創世会）


活動のニュース 第１７号：発行２０１２・４・２５


　　　　　　　　　　　　　電話65-1833　ブログ・愛子ネット　http://aikonet.mitelog.jp/





平成24年度が始まりました。


3月議会報告





平成24年度　当初予算


厳しい財政状況下においても、市民の安全・安心を守るために真に必要な事業は先送りすることなく早急に実施し、かつ未来を担う鯖江の子どもたちに過大な負担を残さないことに重点を置いた予算編成となっています。�　また、第5次鯖江市総合計画における政策体系に基づき、市の発展に繋がる施策・事業を中心に効率的な予算配分を行い、特に「鯖江ブランドづくり」､「人の増えるまちづくり」､「市民が主役のまちづくり」､「大学、学生との連携・協働」を重点項目とし、既存事業の組み換えなどにより効果的な事業創出を図るとともに、部(局)横断的に事業展開を図る予算編成となっています。


各会計の予算規模　　(円)�
�
会計名�
平成24年度�
平成23年度�
増減額�
増減率�(%)�
�
一般会計�
239億1,400万�
230億7,800万�
8億3,600万�
3.6�
�
国民健康保険事業特別会計�
66億8,100万�
64億7,550万�
2億550万�
3.2�
�
後期高齢者医療特別会計�
5億5,830万�
5億4,160万�
1,670万�
3.1�
�
介護保険事業特別会計�
45億3,310万�
41億9,730万�
3億3,580万�
8.0�
�
農業集落排水事業特別会計�
3億9,060万�
4億6,090万�
△7,030万�
△15.3�
�
総合開発事業特別会計�
8,050万�
5,540万�
2,510万�
45.3�
�
下水道事業特別会計�
32億9,390万�
35億2,130万�
△2億2,740万　�
△6.5�
�
水道事業会計�
18億8,370万�
18億480万�
7,890万�
4.4�
�
合計�
413億3,510万�
401億3,480万�
12億30万�
3.0�
�
（平成２４年度末の市債残高の見込みは、２７４億３，５３４万円余）


議決結果


当初予算案(8件)・補正予算案(6件)　→可決


条例案（制定1件、一部改正7件）→可決


一般案件(2件)→可決、人事案件(4件)→同意


市会案(JR北陸線の特急列車廃止・削減反対を求める意見書)→可決


請願（2件）第1号→採択、第2号→継続審査


【事業の概要】「ふるさと創造プロジェクト事業」、豊小学校校舎改築工事（第１期完成、2期工事請負契約締結、体育館改築の実施設計着工）、市庁舎本館、別館の耐震補強工事（国の「緊急防災・減災事業」３月補正予算で実施設計費、補強工事を平成２４年度から２ヵ年の継続事業で施工）、6月には、森づくりからの環境保全の国際フォーラム＆植樹を開催、障がい者の就労支援サービスの定員増加やグループホームの増設など「障がい者計画」に基づき、積極的な施策の推進、「さばえものづくり博覧会」事業等々。　　　　　　　　　　　　裏面もご覧ください





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　











【活動写真】





①～③新幹線導入に当り、課題のフリーゲージトレーンの実験所視察④食アメニティコンテスト・農林水産大臣賞受賞うるしの里いきいき協議会⑤鯖江市に設置されたモニタリングポスト・空間放射線量の表示板⑥「市民主役」報告会














【２０１2年３月　定例議会での木村の一般質問～主な内容】　




















